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好みの温泉浴衣の類型化にみる女子学生の装い行動
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Dressing Behavior of Female Students as Seen from the 
Classification of their Preferred Onsen Yukata

Ju-Hee SOHN₁*

Factor analysis was used to examine the structures of ＂dressing behavior when wearing yukata (casual 
kimono)＂ and ＂yukata preferences.＂ For this purpose, ₃₀₉ female students were asked to answer ₃₅ questions 
about their yukata dressing behavior and preference among ₁₈ different yukata. The analysis extracted five 
factors for the ＂behavior＂ and seven for ＂preference.＂

Next, a positioning map was used to visualize women＇s yukata two-dimensionally: ＂modern vs. classic＂ and 
＂colorful vs. quiet color combinations.＂

For a more comprehensive perspective, women were classified into five clusters based on their ＂preference＂ 
factor scores and the characteristics of each group＇s ＂behavior＂ were examined. The results indicated that 
women who preferred modern image yukata (₆₄.₄％) were affirmative and had high factor scores for ＂uplifting 
feeling＂ and ＂freely selectable yukata＂ under ＂behavior,＂ while women who preferred yukata with classic, 
subdued-color image (₃₅.₆％) had five low factor scores under ＂behavior.＂
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1．緒　言

　温泉浴衣は温泉宿で着る館内着であり，集団で着る制
服でもある．著名な「マズロ―（Maslow）の欲求段階
説」では最も低次元（基本的）の欲求である生理的欲求
から最終段階の高次元の欲求である自分らしさ・自尊心
への欲求まで人は段階的に上位の欲求を求めると説明さ
れている（フランク・ゴーブル₁₉₇₂）．没個性的だった一
昔前の既製服と違って，今日では，各人がTPOに相応し
い十人十色の服装を楽しんでいる．しかし，温泉浴衣に
ついて見れば，既製服のような多様なデザイン展開はな
されていない．₂₀₂₀年は東京オリンピックが開かれ，温
泉浴衣は若者や外国人が気軽に和文化体験できる機会と
なるのではないか．
　アパレル・ファッション産業は時代の変化，消費者
の価値観に大きく左右される．アメリカのアパレル・
ファッション関連教育機関では，Fashion Merchandis-

ingやMarketing分野の研究が活発に行われている．そ
の一例として，アメリカの ITAA（International Textile 

and Apparel Association）学会の「Clothing and Textiles 

Research Journal」誌に掲載されている論文内容もアパレ
ル・ファッションの感覚的な快適性より感性的な快適性
が多く，消費科学的側面がより強くなっている．最近の
洋書では「Appearance and Power（Dress, body, Culture）
（₁₉₉₉）」が，国内で「外見とパワー（₂₀₀₄）」と翻訳さ
れ₁），また「Social Psychology of Dress（₂₀₁₇）」が発刊
された₂）．
　国内では，「被服心理学（₁₉₈₈）」₃），「被服心理学演習
ノート；ファッションを科学してみよう（₁₉₉₄）」₄），「被
服心理学（新版）₂₀₀₄」₅），「ものとして，心としての衣
服（₂₀₁₁）」₆）「装いの心理と行動（₂₀₁₇）」₇）などの図書が
ある．
　アパレル・ファッション産業の発達に伴い，和装の浴
衣も多様化・個性化している．また，モノへの消費より
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コトへの消費志向の現代では浴衣における感性も重視さ
れるようになった．
　振袖，イベント用浴衣については多数の研究₈）₉）などが
あるが，温泉宿で着る浴衣に関する研究は殆ど見当らな
い．これまでの先行研究₁₀）～₁₇）では晴れ着のイベント用
浴衣について男女共に「大人っぽい」と感じていた．ま
た，女子は「ワクワク」と心理的な楽しさの快適性を感
じる一方で，男子は「涼しい」，「さわやか」などの生理
的快適性を感じていることが示唆された₁₀）₁₂）．
　温泉宿用の浴衣に抱くイメージについて，男子は「落
ち着く」，「涼しい」，「楽な」と感じ，女子は「ゆった
り」，「楽な」，「快適・落ち着く・涼しい」と感じている
ことなど晴れ着用途浴衣と温泉用途浴衣に抱くイメージ
の違いを明らかにした研究₁₀）₁₂）などがある．
　本研究では，和文化体験の一助として，温泉宿で館内
着として着る「浴衣」に注目した．より満足度の高いス
ローファッション系浴衣の提供を目指して，「好みの温泉
浴衣」を検討し，その類型化から「浴衣の装い行動」を
明らかにする．さらに，女子学生の温泉浴衣の装い行行
動を構造方程式モデリングにより可視化する．

2．方　法

（1）質問紙調査内容
　調査内容は「温泉浴衣の装い行動」，「好みの温泉浴
衣」，個人特性（フェース項目）の ₃つである．具体的項
目と評定方法は以下の通りである．
₁） 「温泉浴衣の装い行動」₃₅項目， ₆段階評価（ ₆点：
非常に当てはまる，₅点：当てはまる，₄点：やや当
てはまる，₃点：やや当てはまらない，₂点：当ては
まらない， ₁ 点：非常に当てはまらない）について
は，これまで行った浴衣行動調査の結果₁₀）₁₁）₁₇）を参
考に測定尺度項目を再調整した．

₂） 「好みの温泉浴衣」に関する嗜好調査については旅館
浴衣写真女子用₁₈種を提示し，「温泉浴衣として自身
で着てみたい浴衣」について複数回答を求めた₁₅）₁₆）．
無制限複数選択形式（複数回答）の₁₈変数は，選択を
イチ（₁），非選択をゼロ（₀）とする ₂値データに置
き換えた．嗜好調査に用いた「旅館浴衣」は温泉地域
で実際お客様に提供している浴衣₁₂₀種から選んだ．
選定基準は₁₂₀種浴衣を₁₀色相と₁₃色調別に分類し，
さらに浴衣の色・柄が多様に網羅できるように配慮し
た．男女兼用で ₁種のみを提供する浴衣は男子用に分
類した．

₃） 個人特性（フェース項目）は学年，学校，地域につい
て尋ねた．

（2）温泉地の調査
　東京都・箱根地域・富山県・石川県・新潟県内の温泉
施設に関してフィールドワークを行った．その内容は，
各温泉施設の浴衣の実物写真撮影と市役所・観光協会の
職員や支配人へのインタビューである．この地域を選ん
だのは，東京から観光客が行きやすく，人気のある温泉
地と知られているためである．また，地域活性化を念頭
に入れ，₂₀₁₅年春から新幹線が開通され， ₂時間ほどで
東京まで行ける距離にある富山県と石川県の北陸地域も
調査した．

（3）調査対象者
　調査対象者の基本属性は富山県₉₅名，大阪府₁₁₄名・東
京都₁₀₀名の女子大学生で計₃₀₉名に実施した．有効回答
数は₃₀₉票（項目により欠損値あり）である．調査時期は
₂₀₁₆年夏（ ₆月～ ₇月）である．調査は講義時間を利用
して一斉に調査を行った．

（4）分析方法
　分析ツールは IBM SPSS Analytics for Surveys₂₃.₀Jを
活用し，回答のカテゴリ化，主要項目の因子分析により
分類し，その因子得点を基に階層的クラスター分析
（Ward法）を行った．
　好みの温泉浴衣（無制限複数選択形式：複数回答）に
ついては収集したデータ ₂値（ゼロ・イチ）を対象にし
て，多次元尺度法₁₈）₁₉）（Multi-dimensional Scale：多次元
尺度構成法ともいう）を用いて， ₂値のユークリッド距
離を基準にしたポジショニングマップを作成し，横軸と
縦軸の次元の解析を試みながら浴衣間の類似性を検証し
た．多次元尺度法（ALSCALを適用）を使用して類似度
データ内の隠された構造を発見できる．これらの結果を
基に，女子学生好みの浴衣₁₈種の割合を次元ごとに可視
化した．
　構造方程式モデリング（Structural Equation Model）を
視覚的に表すプログラムの分析ツールは AMOS₂₃.₀Jを
活用した．AMOSをとりまく言葉について，共分散構造
分析は統計的分析の手法，構造方程式モデリング（SEM）
は分析の目的，AMOSは SEMを視覚的に表すプログラ
ムである．

3．結果および考察

（1）女子学生の「温泉浴衣の装い行動」の意識の構造
　「温泉浴衣の装い行動」から得られる感性の特徴を抽出
するため，測定尺度₃₅項目の平均値，標準偏差を算出し
た．また，「温泉浴衣の装い行動」に対する意識の構造を
明らかにするために， ₆段階評価の結果に対し因子分析
（最尤法・プロマックス回転）を行った．固有値の推移と
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因子の解釈の可能性を考慮しながら，いずれの因子に対
しても₀.₃以上の十分な因子負荷量を示さなかった項目と
₂つ以上の因子に因子負荷量が高くみられた項目を削除
し，計₂₃項目で再度因子分析を行った．その結果，固有
値 ₁以上で ₅因子構造が妥当であると考えられた．これ
らの因子負荷量を表 ₁に示す．
　第 ₁因子は「₃.湯上りに温泉浴衣を着ると癒される」，
「₁₆.温泉浴衣を着ると快適な気分になれる」，「₁.宿に到

着して温泉浴衣に着替えると癒される」，「₁₇.温泉浴衣を
着るとゆったりした気分になる」，「₂.足湯には浴衣を着
て入りたい」，「₄.日帰り温泉でも浴衣を着て非日常の気
分になりたい」，「₂₅.宿ではパジャマで寝るよりも浴衣で
寝た方が快適だ」の ₇項目からなっており『Ⅰ．癒し・
ゆったり』因子と解釈した．
　第 ₂因子は「₉.外国人も温泉浴衣を着ていると親しみ
を感じる」，「₂₆.浴衣を着ている外国人に親しみを感じ

表 1 ．『浴衣の装い行動』の因子分析
女子学生 N＝₃₀₉

測定尺度　₂₃項目『浴衣の装い行動』
因子負荷量 α係数

尺度信頼性F₁ F₂ F₃ F₄ F₅

₃ 湯上りに温泉浴衣を着ると癒される .₈₇₀ .₁₃₉ .₂₆₃ .₃₉₀ .₂₈₁ ₀.₈₇₂

₁₆温泉浴衣を着ると快適な気分になれる .₈₁₀ .₁₁₁ .₃₁₅ .₃₄₄ .₃₅₆

₁ 宿に到着して普段着から温泉浴衣に着替えると癒される .₇₇₅ －.₀₀₇ .₂₄₅ .₄₃₈ .₂₄₆

₁₇温泉浴衣を着るとゆったりした気分になる .₇₆₆ .₂₄₈ .₃₈₀ .₃₄₁ .₃₈₉

₂ 足湯には温泉浴衣を着て入りたい .₆₅₆ .₁₆₀ .₂₇₇ .₃₉₆ .₂₂₉

₄ 日帰り温泉でも浴衣を着て非日常の気分になりたい .₆₁₀ .₁₈₁ .₂₈₉ .₄₄₂ .₃₀₅

₂₅宿ではパジャマで寝るよりも浴衣で寝た方が快適だ .₅₀₉ .₂₇₆ .₁₄₅ .₂₁₈ .₂₀₃

₉ 外国人も温泉浴衣を着ていると親しみを感じる .₂₀₈ .₈₇₇ .₃₃₄ .₂₆₃ .₂₉₇ ₀.₈₆₇

₂₆浴衣を着ている外国人に親しみを感じる .₁₈₂ .₈₆₃ .₃₂₂ .₂₀₃ .₂₈₅

₂₇外国人に浴衣文化を知ってほしいと思う .₁₄₃ .₇₂₈ .₄₅₂ .₂₂₈ .₃₈₈

₃₅外国人にも浴衣を着て古い日本の雰囲気を体験してほしい .₁₄₀ .₆₉₄ .₄₀₂ .₂₈₂ .₄₂₂

₂₉旅館などで「選べる浴衣」のサービスがあった方がいい .₂₇₅ .₂₉₉ .₉₁₄ .₄₂₉ .₄₁₄ ₀.₈₄₈

₃₁浴衣の柄や帯の色はたくさんあったほうがいい .₂₆₂ .₃₃₆ .₇₆₃ .₄₄₆ .₃₇₀

₁₅自分好みの温泉浴衣を選べることは楽しい .₃₉₈ .₄₂₆ .₇₃₈ .₅₄₉ .₄₁₉

₃₀温泉の浴衣の方が気軽に和体験できる .₃₇₃ .₃₉₇ .₆₄₂ .₃₉₂ .₄₇₈

₂₄浴衣だけではなく，帯の配色にも気を配る .₂₀₄ .₂₉₂ .₅₅₂ .₅₀₅ .₃₆₇

₁₉浴衣を着ていると気分が高揚する .₅₀₄ .₁₈₈ .₄₄₈ .₈₂₁ .₃₇₀ ₀.₈₀₅

₂₀浴衣を着ているといつもと違う自分になれる気がする .₄₂₄ .₁₄₁ .₄₀₈ .₇₇₁ .₅₀₄

₁₈流行の浴衣を雑誌やお店で見ることが楽しい .₂₇₀ .₂₀₇ .₃₃₇ .₆₁₅ .₁₈₉

₂₃浴衣でおしゃれを表現できる .₂₇₉ .₃₃₅ .₄₇₄ .₆₀₇ .₃₆₆

₁₁他人が浴衣を着ると普段着より男らしく，女らしく見える .₃₅₅ .₃₁₂ .₄₉₉ .₃₈₉ .₈₅₅ ₀.₇₉₉

₁₂他人が浴衣を着ると普段着より sexyに見える .₂₅₉ .₃₁₁ .₃₀₁ .₃₁₅ .₇₆₇

₁₄普段着より温泉浴衣を着ると大人っぽく見える .₂₇₂ .₃₂₁ .₄₀₈ .₃₄₈ .₆₇₁

　累積寄与率（％） ₃₁.₁₉₈ ₁₁.₁₇₇ ₆.₄₈₅ ₄.₆₂₂ ₄.₁₈₇ ₅₇.₇₀％

F₁　癒し・ゆったり ₁.₀₀₀ 因子間の相関

F₂　外国人に体験 .₁₉₅ ₁.₀₀₀

F₃　多様な浴衣 .₃₆₉ .₄₄₂ ₁.₀₀₀

F₄　気分の高揚 .₄₉₂ .₂₇₉ .₅₅₃ ₁.₀₀₀

F₅　印象評価 .₃₈₉ .₃₉₄ .₅₃₁ .₄₆₅ ₁.₀₀₀

因子抽出法：最尤法　回転法：プロマックス法
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る」，「₂₇.外国人に浴衣文化を知ってほしいと思う」，
「₃₅.外国人にも浴衣を着て古い日本の雰囲気を体験して
ほしい」 ₄項目からなっており『Ⅱ．外国人に体験』因
子と解釈した．
　第 ₃ 因子は「₂₉.旅館などで選べる浴衣のサービスが
あった方がいい」，「₃₁.浴衣の柄や帯の色はたくさんあっ
た方がいい」，「₁₅.自分好みの浴衣を選ぶのは楽しい」，
「₃₀.温泉浴衣の方が気軽に和体験できる」，「₂₄.浴衣だけ
ではなく，帯の配色にも気を配る」 ₅項目からなってお
り『Ⅲ．多様な浴衣』因子と解釈した．
　第 ₄因子は「₁₉.浴衣を着ていると気分が高揚する」，
「₂₀.浴衣を着ているといつもと違う自分になれる気がす
る」，「₁₈.流行の浴衣を雑誌やお店で見ることが楽しい」，
「₂₃.浴衣でおしゃれを表現できる」 ₄項目からなってお
り『Ⅳ．気分の高揚』因子と解釈した．
　第 ₅因子は「₁₁.他人が浴衣を着ると普段着よりも男ら
しく女らしく見える」，「₁₂.他人が浴衣を着ると普段着よ
り Sexyに見える」，「₁₄.普段着より浴衣を着ると大人っ
ぽく見える」 ₃項目からなっており『Ⅴ．印象評価』因
子と解釈した．

　第 ₅因子まで₂₁項目の累積寄与率は₅₇.₇％であった．
因子分析で得られた結果から尺度指標の信頼性係数（α
係数：Cronbachのアルファ）をみると，因子ごとの α係
数は，第 ₁因子₀.₈₇₂，第 ₂因子₀.₈₆₇，第 ₃因子₀.₈₄₈，
第 ₄因子₀.₈₀₅，第 ₅因子₀.₇₉₉であった．信頼性係数は
₀から ₁の数値で表され， ₁に近いほど内的整合性が高
いと判断する．

（2）「好みの浴衣」の色・柄の嗜好の構造
　サンプルとして温泉宿にて収集した浴衣₁₂₀種を色相と
色調別に分類した．さらに柄も重複をさけ，選定を行っ
た．最終的に現場の温泉地で使用している温泉宿浴衣₁₈
種の写真を被験者に提示し好みの浴衣に複数回答で回答
を求めた．浴衣の嗜好にみる感性の特徴を抽出するため，
₁₈種の浴衣における評価結果に対し，固有値の推移と因
子の解釈の可能性を考慮しながらバリマックス回転（直
交回転）で因子分析を行った．その結果，固有値 ₁以上
で ₇因子構造が妥当であると考えられた．これらの因子
負荷量を表 ₂に示す．
　第 ₁因子は「₂₁.紺地アサガオ」，「₂₅.紺地白柄」，「₃₀.

表 2 ．「好みの温泉浴衣」の因子分析
女子学生 N＝₃₀₉

女子用温泉浴衣₁₈種
因子負荷量 因子名

累積寄与率（％）F₁ F₂ F₃ F₄ F₅ F₆ F₇

₂₁紺地アサガオ －.₆₈₄ －.₁₈₈ －.₁₇₈ .₁₀₁ .₁₂₅ －.₂₂₇ －.₁₄₈ 紺地古典柄

₂₅紺地白柄 .₅₇₀ －.₁₉₇ －.₃₅₉ －.₀₉₆ .₀₃₇ －.₂₃₅ －.₀₆₅

₃₀灰色雲柄 .₅₁₅ －.₂₂₀ －.₀₃₄ .₁₇₃ .₁₄₀ －.₁₄₆ －.₁₀₄

₂₉紺かすみ柄 .₄₉₂ －.₀₇₃ －.₀₇₆ .₂₃₄ .₁₈₁ －.₀₀₆ .₃₆₉ ₈.₄₂₇

₂₃ピンク地 .₀₃₆ .₇₇₅ －.₁₆₄ .₁₃₁ －.₀₃₈ －.₁₉₇ －.₀₅₄ 明るいピンク

₁₄ピンクパステル花 －.₁₈₈ .₇₀₀ .₂₀₂ －.₁₅₁ .₁₁₀ .₀₄₃ .₀₃₁ ₁₆.₈₂₀

₁₃緑花パステル －.₀₂₃ －.₀₄₃ .₇₃₈ －.₁₀₂ －.₀₇₀ .₀₀₅ －.₀₁₁ 明るい緑青

₁₆青花パステル －.₀₄₄ .₀₇₄ .₆₁₁ .₃₉₈ .₂₂₃ －.₁₅₉ －.₂₃₅ ₂₅.₀₀₈

₂₆青地花波柄 .₀₄₁ .₀₅₇ .₀₈₇ .₆₃₄ －.₁₃₈ .₂₁₈ －.₂₁₀ 派手な地色

₁₅黄色地花柄 －.₀₄₃ －.₀₂₅ .₃₁₁ －.₅₆₉ －.₀₀₁ .₀₉₆ －.₀₃₀

₂₄赤地白小花 －.₀₂₉ .₁₆₇ －.₁₃₈ －.₅₄₄ .₀₁₁ .₀₉₁ －.₃₀₃ ₃₃.₀₂₃

₂₂紺地大花柄 －.₁₄₃ .₀₇₅ －.₀₄₉ .₀₆₉ －.₇₁₂ .₀₅₈ －.₀₈₄ 紺地紫花

₂₇紺地百合花 .₀₆₉ －.₃₃₇ .₀₆₄ .₀₃₈ －.₆₄₇ －.₂₈₀ .₁₀₉ ₄₀.₃₈₅

₂₈紫地新潟洗練 －.₀₁₆ －.₀₃₂ .₀₄₈ －.₀₃₄ .₀₀₃ .₆₆₈ .₂₀₂ 変形モダン

₁₉幾何学と花柄 －.₀₈₅ －.₂₅₂ －.₄₀₉ .₁₀₂ .₁₆₁ .₅₇₉ －.₁₄₄ ₄₇.₄₁₃

₂₀幾何学と伝統 .₀₉₆ .₀₁₀ －.₀₇₈ －.₀₅₅ －.₀₁₇ .₂₁₉ .₆₉₄ 幾何学花

₁₈幾何学と花丸紋 －.₃₆₁ －.₁₀₀ －.₀₉₀ .₀₃₈ .₃₇₂ －.₃₀₇ .₄₅₆

₁₇黄色地にアサガオ .₀₁₉ －.₂₄₃ －.₀₈₆ －.₂₉₂ .₂₇₈ .₀₀₃ －.₃₁₈ ₅₄.₃₀₄

バリマックス法



好みの温泉浴衣の類型化にみる女子学生の装い行動

（31） 31

灰色雲柄」，「₂₉.紺かすみ柄」 ₄ 項目からなっており
『Ⅰ．紺地古典柄』と解釈した．
　第 ₂因子は「₂₃.ピンク地」，「₁₄.ピンクパステル花」
₂項目となっており『Ⅱ．明るいピンク』と解釈した．
　第 ₃因子は「₁₃.緑花パステル」，「₁₆.青花パステル」
₂項目となっており，『Ⅲ．明るい緑青』と解釈した．
　第 ₄因子は「₂₆.青地花波柄」，「₁₅.黄色地花柄」，「₂₄.
赤地白小花」 ₃項目となっており『Ⅳ．派手な地色』と
解釈した．
　第 ₅因子は「₂₂.紺地大花柄」，「₂₇.紺地百合花」 ₂項
目となっており『Ⅴ．紺地紫花』と解釈した．
　第 ₆因子は「₂₈.紫地新潟洗練」，「₁₉.幾何学と花柄」
₂項目となっており，『Ⅵ．変形モダン』と解釈した．
　第 ₇ 因子は「₂₀.幾何学と伝統」，「₁₈.幾何学と花丸
紋」，「₁₇.黄色地にアサガオ」 ₃ 項目からなっており
『Ⅶ．幾何学花』と解釈した．以上，₇因子構造で累積寄
与率は₅₄.₃％であった．
　同様な複数回答（無制限複数選択形式）データ構造の
因子分析や共分散構造分析の事例は孫（₂₀₁₃）₂₀）孫・小野
（₂₀₁₀）₂₁）も参照できる．また，豊田ら（₂₀₁₆）₂₂）は消費者
心理学の視点から適用例を示したが，提案手法は心理学の

幅広い領域において適用可能であることを示唆した．無
制限複数選択形式の ₂値変数に関する因子分析モデルは
Moustaki（₁₉₉₆）₂₃），Moustaki, Knott（₂₀₀₀）₂₄），Muthén

（₁₉₈₄）₂₅）でも先駆的アイデアがすでに提案され，因子分
析の教科書として著名な＂Latent variable models and factor 

analysis＂ の ₃ 版（Bartholomew, Knott, Moustaki, ₂₀₁₁）₂₆）

の第 ₇章にも理論的な解説がまとめられている．数量化
Ⅲ類₂₇）などの分析で変数や回答者を分類するだけではな
く，因子分析を実行することで，背後にある要因につい
ても考察が可能になるという点においても有効である₂₂）．
標本サイズは観測対象数 Nであるため，Nの増加に従い
解は安定する．ただし，nが小さすぎる場合は構成概念
の複雑さを表現することができないため，それぞれの適
用場面で要請に応じた nを用意することが重要である₂₂）．

（3）女子「好みの浴衣」の色・柄の可視化
1）浴衣を分類する試み
　₁₈種類の浴衣を感性への嗜好における分類を行うため，
ポジショニングマップにより，温泉浴衣を可視化した結
果，「はなやかな配色―渋い配色」，「現代的―古典的」と
いった ₂次元の軸と解釈した（図 ₁）．

図 1 ．女子用温泉浴衣18種のポジショニングマップ図1 ⼥⼦⽤温泉浴⾐18種のポジショニングマップ
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　 ₄ つのポジショニング別の割合を図 ₂に示す．女子学
生全体の割合と₁₈種浴衣の上位₁₀位でみると，浴衣サン
プル「₁₄（₃₁.₈％） ₃ 位」，「₂₄（₂₇.₄％） ₅ 位」，「₁₃
（₂₆.₁％） ₆位」，「₁₆（₂₂.₄％） ₇位」，「₂₃（₁₄.₇％）」
の「はなやかな配色で現代的なイメージ」と浴衣「₁₈
（₄₀.₅％） ₁ 位」，「₂₇（₃₅.₈％） ₂ 位」，「₂₁（₃₁.₈％）
₃位」，「₂₂（₁₉.₁％）₁₀位」の「渋い配色で現代的なイ
メージ」の浴衣を好む傾向がみられた．
　一方，浴衣「₁₉（₂₀.₄％） ₈ 位」，「₂₀（₁₈.₄％）」，
「₁₇（₁₃.₄％）」，「₁₅（₁₁.₁％）」，「₂₈（₆.₇％）」の「は
なやかな配色で古典的なイメージ」と浴衣「₂₅（₂₀.₁％）
₉ 位」，「₂₉（₁₆.₇％）」，「₂₆（₉.₀％）」，「₃₀（₈.₄％）」
の「渋い配色で古典的なイメージ」の浴衣を好む傾向は
₂₀％以下だった．
　このことから従来の古典柄の波・霞柄を好む女子が少
ないと考えられる．現代の女子学生は「渋い配色で現代
的なイメージ」，「はなやかな配色で現代的なイメージ」
の温泉浴衣を好んでいることが明らかになった．渋い配
色では紺地に花柄が人気で，はなやかな配色ではパステ
ル系の寒色系の花柄が人気であった．
2）地域別の比較
　好みの浴衣について地域別の比較で順位に多少の違
いはあったものの，東京「₁₈（₄₃.₁％） ₁ 位」，「₂₁
（₄₀.₅％） ₂ 位」と 富 山「₁₈（₅₈.₂％） ₁ 位」，「₂₁

（₄₁.₈％）₂位」が一致し，同様の浴衣が好まれた．次い
で，東京の「₁₆（₃₇.₉％） ₃位」，「₂₇と₁₃（₃₇.₁％）共
同 ₄位」，「₁₄（₃₆.₂％） ₆位」は富山の「₂₇（₄₁.₈％）
共同 ₂位」，「₁₄（₃₈.₂％） ₄位」，「₁₆と₂₄（₂₇.₃％）共
同 ₅位」と w₂₄以外の上位 ₆位において，好みの浴衣の
傾向は似ている．
　以上，東京と富山の上位 ₆位までの傾向をポジショニ
ングマップでみると東京の ₁位・ ₂位・ ₄位と富山の ₁
位から ₃位は「現代的で渋い配色」，東京の ₃位・ ₄位・
₆位と富山の ₄位から ₆位は「現代的ではなやかな配色」
が好まれたことが分かる．
　一方で，大阪の「₁₉（₃₃.₆％）₁位」と「₂₅（₂₉.₇％）
₅ 位」は他の地域の上位 ₆ 位までにはないが，大阪
の「₂₄（₃₂.₈％） ₂ 位」は富山の ₅ 位，大阪の「₂₇
（₃₂.₀％）₃位」は東京の ₄位，富山の ₂位であった．次
いで大阪の「₁₈（₃₀.₅％） ₄位」は東京，富山共に ₁位
であった．また，大阪の「₁₄（₂₅.₂％） ₆位」は東京の
₆位，富山の ₄位であった．
　以上，大阪はポジショニングマップで比較すると ₁位
は「古典的ではなやかな配色」，₂位・ ₆位は「現代的で
はなやかな配色」， ₃位・ ₄位は「現代的で渋い配色」，
₅位は「古典的で渋い配色」に布置し，嗜好が多様化し
ていることが示唆された．大阪の上位の浴衣は少し変
わったデザインであり，派手な色であったので，ヒョウ

図 2 ．Ⅳ古典的ー渋い／Ⅲ古典的ーはなやか／Ⅱ現代的ー渋い／Ⅰ現代的ーはなやか 
4 つのポジショニング別の割合

w14 31.8 Ⅳ古典的－
w24 27.4 渋い Ⅳ
w13 26.1
w16 22.4
w23 14.7

w18 40.5 Ⅲ古典的－
w27 35.8 はなやか Ⅲ
w21 31.8
w22 19.1

w19 20.4
w20 18.4
w17 13.4 Ⅱ現代的－ Ⅱ
w15 11.1 渋い
w28 6.7

w25 20.1
w29 16.7
w26 9 Ⅰ現代的－ Ⅰ
w30 8.4 はなやか

図2 Ⅳ古典的ー渋い/Ⅲ古典的ーはなやか/Ⅱ現代的ー渋い/Ⅰ現代的ーはなやか
４つのポジショニング別の割合
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柄など個性的で派手なファッションを好む大阪の特徴が
みられたと考えられる．
　なお，地域別の「温泉宿の利用」「温泉浴衣の好きな色
相，好きな色調など詳細な分析は孫・中嶋（₂₀₁₇.₃）₁₆）

に示した．

（4）「好みの浴衣」を基にした女子学生の類型化
　女子学生の「好みの浴衣」₁₈種の因子分析によって得
られた ₇因子によって，現代の女子学生がどのように分
類され，どのような特徴がみられるのかを検討するため，
因子得点を基にWard法によるクラスター分析を行った
（図 ₃）．その結果， ₅クラスター群 CL₁（N＝₈₀），CL₂
（N＝₇₅），CL₃（N＝₅₂），CL₄（N＝₅₄），CL₅（N＝₃₇）
に分類された．
　また，₅クラスター群の「好みの浴衣」（ ₇因子）の因
子得点の平均値を比較した．CL₁は「F₆変形モダン」「F₇
幾何学花」の得点が高く，「F₄.派手な地色」が最も低い．
CL₂は「F₁.紺地古典柄」が低く「F₅.紺地紫花」が他の
クラスターよりは高い．CL₃は「F₄.派手な地色」と「F₃.
明るい緑青」の得点が高い．CL₄は「F₁.紺地古典柄」の
得点が高い．CL₅は「F₂.明るいピンク」得点が高い特徴
がみられた．
　以上から CL₁は「古典的ではなやかなイメージ」，CL 

₂は「現代的で渋いイメージ」，CL₃は「現代的ではなや
かなイメージ（寒色系のパステル）」とCL₄は地味な色の
「古典的で渋いイメージ」，CL₅は「現代的ではなやかな
イメージ（暖色系ピンク）」を好む女子群と解釈された．

（5）	「好みの浴衣」7因子の因子得点における 5群の「浴
衣の装い行動」

　 ₅つのクラスター群（女子学生）ごとの「温泉浴衣の
装い行動」の因子得点の平均値を示した（図 ₄）．CL₁
（N＝₈₀，₂₆.₈％，古典的ではなやかなイメージの浴衣を
好む）と CL₂（N＝₇₅，₂₅.₂％，現代的で渋いイメージ
を好む）は「浴衣の装い行動」の因子得点が高い（N＝
₁₅₅，₅₂％）ことが示された．CL₄（N＝₅₄，₁₈.₁％，古
典的で渋いイメージを好む）と CL₃（N＝₅₂，₁₇.₅％，
地色が寒色系パステルの現代的ではなやかなイメージを
好む）は「浴衣の装い行動」の因子得点が低い（N＝
₁₀₆，₃₅.₆％）ことが示された．CL₅（N＝₃₇，₁₂.₄％，
暖色系ピンクの現代的ではなやかなイメージを好む）は
「温泉浴衣の装い行動」の「F₅印象評価」に高い得点を
示しているが，「F₂外国人に体験」は低い得点が示され
た．
　以上のことから総合的にみると，CL₄（古典的で渋い
イメージの浴衣を好む）と CL₃（寒色系パステルの現代
的ではなやかなイメージを好む）は『浴衣の装い行動』
に無関心・否定的である群（N＝₁₀₆，₃₅.₆％）であるこ
とが分かった．一方CL₁（古典的ではなやかなイメージ）
と CL₂（現代的で渋いイメージの浴衣を好む）は『浴衣
の装い行動』に肯定的で気分の高揚や選べる浴衣に興味
のある群（N＝₁₅₅，₅₂％）であることが分かった．CL₅
（N＝₃₇）は選べる浴衣に一番得点が高いので，CL₁，

CL₂，CL₅は「温泉浴衣の装い行動」に高い関心を示して
いる群（N＝₁₉₂，₆₄.₄％）であることが示唆された．

図 3 ．「好みの温泉浴衣」5CL 別の各因子得点の比較

F1紺地古典柄 F2明るいピンクF3明るい緑青F4派手な地色F5紺地紫花 F6変形モダン F7幾何学花 好む浴衣(正） （負）
CL1（N=80） 0.01 -0.06 0.55 -0.79 -0.23 0.59 0.47 色F6モダンF3 F3パステルCool
CL2（N=75 ) -0.88 -0.38 -0.66 0.03 0.37 -0.01 0.00 色F5紺地花鮮明 F1紺地アサガオ
CL3（N=52 ) 0.00 -0.25 1.02 1.13 -0.14 0.03 -0.38 F3パステルCool F4赤黄地
CL4（N=54 ) 1.28 -0.52 -0.58 -0.12 -0.02 -0.59 -0.28 F1紺地コントラスト保守
CL5（N=37 ) -0.10 2.00 -0.44 0.24 -0.04 -0.43 -0.08 F2 ピンク地色

図３「好みの温泉浴衣」5CL別の各因子得点の比較
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（6）日帰り温泉での和文化体験
　温泉地におけるフィールドワークでは，日帰り温泉施
設で浴衣の貸し出しサービスをしているところは若者・
外国人観光客を含めて多様な顧客が利用し，人気を集め
ていた．
　大手日帰り兼用の温泉施設では女性用の浴衣 ₅種，男
性用の浴衣 ₄種から浴衣を選ばせている．身長サイズは
男性専用（M：₁₆₀ cm，L：₁₇₀ cm，LL：₁₈₀ cm，₃L：
₁₉₀ cm），女 性 専 用（S：₁₅₀ cm，M：₁₆₀ cm，L：
₁₇₀ cm，LL：₁₈₀ cm，₃L：₁₉₀ cm）から性別に浴衣を
選べるようにしている．北欧等の外国人の体型に配慮し
ている．外国人は国内温泉旅行に役立つ情報を，ツィッ
ターなど会員制交流サイト（SNS）を通じて得ている．
日帰り温泉は予約なしで気軽に行けるので，韓国や台
湾・中国からの小規模の同窓会，友人，家族の利用客が
多い．このようなビジネスはライフスタイルが多様化，
個性化となった₂₀₀₀年頃から生まれ，選べる色浴衣が和
文化体験の大衆化をもたらした．最近は外国人や若者に
人気を集めている．
　一方，伝統の高級温泉旅館ではステータスを重視し，
中高年層のお客さんが多く，館内着の浴衣は品格を重視
する「古典的で渋い配色」の浴衣を館内着としているこ
とがわかった．種類も男女兼用 ₁ 種類か性別 ₂ 種類で
あった．

（7）「浴衣の装い行動」の構造方程式モデリング
　和文化体験の一助として，温泉宿で館内着として着る
浴衣の行動に及ぼす影響を検討した．女子学生の『浴衣
の装い行動』を構成する潜在変数（楕円形で描かれる変
数のことで，直接的に測定されていない変数または概念
的に表されるもの）と観測変数（四角形で描かれてある
変数のことで，観測された変数）の構成概念間の因果関
係を構造方程式モデリング（SEM）の手法₂₈）を用いて検
討する．構造方程式モデリング（SEM）は因子分析と回
帰分析を同時に行うモデルという言い方もされる₂₀）₂₉）．
　まず，女子学生₃₀₉名における「多様な浴衣」と「気分
の高揚」について，モデルの妥当性を検討した（図 ₅）．
その結果，適合度指標は GFI（Goodness of fit index＝
₀.₉₅₄），修正適合度指標 AGFI（Adjusted GFI＝₀.₉₀₅）
は₀.₉以上～ ₁以下の値で高いほど適合，近似誤差平方平
均 根 RMSEA（Root Mean Square Error of Approxima-

tion＝₀.₀₇₈）は ₁～₀.₀₈は可，₀.₀₈以下で適合とされる
ので，モデルの説明力，データへの当てはまりなどから，
適合度が高いといえる．
　一方，「多様な浴衣」と「気分の高揚」の潜在変数間の
因果係数は双方向で関連が高い（₀.₇₅）ことがわかった．
これはつまり，「多様な浴衣」を好む女子学生ほど「気分
の高揚」を感じているといえる．また，「多様な浴衣」か
ら各項目への影響力は，観測変数の「₁₅．自分好みの温

図 4 ．「好みの浴衣」5CL 群にみる「温泉浴衣の装い行動」の特徴
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泉浴衣を選べることは楽しい（₀.₈₀）」，「₂₉.旅館などで
選べる浴衣のサービスがあった方がいい（₀.₇₆）」，「₃₀.
温泉浴衣の方が気軽に和体験できる（₀.₇₁）」，「₃₁.浴衣
の柄や帯の色はたくさんあった方がいい（₀.₆₉）」，「₂₄．
浴衣だけではなく，帯の配色にも気を配る（₀.₆₇）」の順
であることが分かった．
　一方，「気分の高揚」から各項目への影響力は，観測変
数の「₁₉.浴衣を着ていると気分が高揚する（₀.₇₀）」，
「₂₀.いつもと違う自分になれる気がする（₀.₆₇）」，「₂₃.
浴衣でおしゃれを表現できる（₀.₆₇）」，「₁₈.流行の浴衣
を雑誌やお店で見ることが楽しい（₀.₆₅）」の順であるこ
とがわかった．図 ₅の ₂潜在変数， ₉観測変数，誤差変
数間の因果係数は全て₀.₁％水準で統計的に有意な係数の
みを示した．

4．結　言

　本研究は，若者や外国人に手軽な和文化体験の一助と
して，地域活性化につなげる温泉地の浴衣に着目した．
女子大学生₃₀₉名を対象に『浴衣の装い行動』₃₅項目と
『好みの浴衣』₁₈種の浴衣について，その構造を検討し
た．また，より総合的にみるため，『好みの浴衣』の因子
得点を基に女子学生を ₅群に類型化し，各群の『浴衣の
装い行動』の特徴を考察した．その結果，以下のことが
明らかになった．
（₁） 『浴衣の装いの行動』は「Ⅰ癒し・ゆったり」，「Ⅱ外

国人に体験」，「Ⅲ多様な浴衣」，「Ⅳ気分の高揚」，
「Ⅴ印象評価」の ₅因子が得られた．さらに構造方程
式モデリング（SEM）により「多様な浴衣」を好む
女子学生ほど「気分の高揚」を感じていることが示

唆された．
（₂） 『好みの浴衣』は「Ⅰ紺地古典柄」，「Ⅱ明るいピン

ク」，「Ⅲ明るい緑青」，「Ⅳ派手な地色」，「Ⅴ紺地紫
花」，「Ⅵ変形モダン」，「Ⅶ幾何学花」の ₇因子が得
られた．

（₃） 『好みの浴衣』の ₇ 因子の各因子得点の平均値を基
に，女子学生を ₅群に類型化した．CL₁は「古典的
ではなやかなイメージ」，CL₂は「現代的で渋いイ
メージ」，CL₃は「現代的ではなやかなイメージ（寒
色系パステル）」，CL₄は「古典的で渋いイメージ」，
CL₅は「現代的ではなやかなイメージ（暖色系ピン
ク）」を好む群であることが示唆された．

（₄） 女子用の浴衣₁₈種をポジショニングマップにより ₂
次元（「現代的―古典的」，「はなやかな配色―渋い配
色」）で可視化した．女子学生は現代的ではなやかな
配色，現代的で渋い配色イメージの浴衣を好んでい
た．

（₅） より総合的にみるために，『好みの浴衣』の各因子の
因子得点を基に，女子を ₅クラスターに群分け，各
クラスターの『浴衣の装い行動』の特徴を検討した．
『好みの浴衣』の分類で，CL₁，CL₂，CL₅の女子群
（₆₄.₄％）は『浴衣の装い行動』の因子得点が高く，
気分の高揚や自由に選べる浴衣に肯定的であること
が分かった．一方，CL₃，CL₄の女子群（₃₅.₆％）は
『浴衣の装い行動』の因子得点が低く無関心であるこ
とが示唆された．

　以上，『浴衣の装いの行動』と『好みの浴衣』の構造を
検討し，『好みの温泉浴衣』に抱く感性『浴衣の装い行
動』を可視化した．その結果，女子学生は「古典的で渋
い配色」より「現代的で渋い配色」や「現代的ではなや
かな配色」を好んでいることが示唆された．しかし中高
年層の利用が多い伝統のある高級温泉旅館では CL₄の浴
衣「古典的で渋い配色」が主流であった．
　以上の結果から，外国人観光客や若者の嗜好を考慮し
た選べる浴衣の貸し出しサービスが，手軽な和文化体験
として効果的だと考える．浴衣は温泉宿での制服であり，
集団で着る和装である．また晴れ着の浴衣とは，時・場
所・場面（TPO）も着装の仕方も異なる．
　温泉浴衣を着るとリラックスでき，手軽に非日常体験
を楽しむことができる．ストレスの多い若者には癒しを，
外国人には手軽な和文化体験を提供することで，観光や
地域の活性化につなげることができると思う．
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